
落葉低木。小枝は黄緑色、無毛、皮目はない。若い枝は絹毛をしく。冬芽はクロモジより細長く、長さ2-

2.5cm。葉は互生し、狭倒卵形、鋭尖頭、基部はくさび形に狭まり、長さ8-16cm、幅2-6cm、表面は秋まで
残る短い絨毛を密生し、裏面は若葉の時、全面絹毛におおわれる。網脈は裏面に著しく隆起する。散形花
序は2-3個、頂芽の基部につく。4月に開花する。

分布の東限。

－

C

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Lindera  sericea  (Siebold et Zucc.) Blume var. sericea

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界 ○

■ 県内分布

宍粟市、たつの市、上郡町、佐用町

■ 国内分布

本州（西部）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

クスノキ科

兵庫県ランク…ケクロモジ
環境省ランク… －


